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ウムの合金である Ti-6Al-4V 合金の耐力は 800MPa，疲労強度は 650MPa 程度と格段
に大きく，破折しないインプラント材料として注目されている．工業界では Ti-6Al-4V











実験には，Ti-6Al-4V 合金（大同特殊鋼）直径 5ｍｍ，長さ 100ｍｍを用い，以下の
項目について検討した． 
１）変態温度の測定：加熱速度 0.3℃/min の条件で 1000℃までの熱膨張． 










８）X 線回折：直径 8mm の棒材を厚さ 1mm の板に流水下で削り出し，X 回折装置
（JEOL）使用． 
［結果および考察］ 
１．熱膨張試験より 450℃から 650℃の間に変態温度が存在することが判明した． 
２．工業界の熱処理条件で処理した Ti-6Al-4V 合金の引張強さは，処理前と比較して
12.7％増加，耐力は 22％増加，硬さは 46％増加したが，伸びは 74％減少した． 
３．低温で熱処理した試験片の引張り強さは 500℃で処理した場合，処理前と比較し
て 9.4％の増加で最大であった．耐力は 500℃と 550℃はほとんど差がなく 24％



























(1)  インプラント材料に必要な性質である靭性とは何か． 
(2) Tiー6Al-4V 合金の靭性はどのように評価するのか． 
(3) Tiー6Al-4V 合金の 500℃加熱処理により,靭性はどのように変化すると考えるか．  
(4) X 線回折解析における α相と β相とはどのような状態を指すのか． 
(5) インプラント材の開発において、500℃加熱処理はどのように有利なのか． 
(6)  Tiー6Al-4V 合金の組織親和性に関する最新の知見はどうか． 
 これらの質問に対して申請者は適切に回答した． 
本審査委員会合議の結果,申請者は博士（歯学）として十分な学力および知識を有す
るものと認め,全員一致して最終試験を合格と判定した． 
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